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第 2 日目　12 月 2 日（木）

富澤基金メモリアルイベント
第2日目12月2日（木）

TMWS	 第11会場（パシフィコ横浜 会議センター 4F「414+415」）� 17:30-19:25 【J/E】
若手研究者が拓く生命科学の新時代：富澤純一・桂子基金に支えられた10年間
オーガナイザー：�丹羽 隆介（筑波大学/司会） 

坪内 知美（基礎生物学研究所/司会） 
小原 雄治（国立遺伝学研究所） 
林 茂生（理化学研究所）

TMWS-0_1� 【17:30】
開会の挨拶 

TMWS-0_2� 【17:33】
若手研究助成事業10年間の総括
小原 雄治（国立遺伝学研究所）

TMWS-1� 【17:43】
動物の温度応答の分子神経遺伝学
久原 篤1,2, 太田 茜1（1甲南大 理工 生物、甲南大学統合ニューロバイオロジー研究所, 2PRIME, AMED）

TMWS-2� 【18:03】
富澤基金と私
宮成 悠介（金沢大 ナノ研/がん研）

TMWS-3� 【18:23】
組織形態形成に関わる生理活性物質と細胞骨格制御
進藤 麻子（熊大・発生研）

TMWS-4� 【18:43】
ECMの変形による形づくり：ショウジョウバエ外骨格を例として
田尻 怜子1,2, 藤原 晴彦1, 小嶋 徹也1（1東大・院新領域・先端生命, 2サントリー SunRiSE 生命科学研究者支援プログラム）

TMWS-5� 【19:03】
がん関連エクソソームのプロテオミクス：転移機構とバイオマーカーの解析
星野 歩子1,2（1東工大・生命理工学院, 2コーネル大学・小児科）

TMWS-6� 【19:23】
閉会の挨拶 



第 3 日目　12 月 3 日（金）
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研究倫理委員会企画
第3日目12月3日（金）

RE	 第05会場（パシフィコ横浜 会議センター 3F「304」）� 11:30-12:45 【J】
研究倫理委員会企画・研究倫理ランチョンセミナー

「私たちはどのように自分の論文を発表すべきなのか？：変化しつつある学術雑誌の動向を探る」

RE-1� 【11:30】
Plan Sとオープンアクセスの方向性
Matthew Lane（Oxford University Press、日本支社）

RE-2� 【11:50】
組織的にニセ論文を「製造」しているpaper mill
湯浅 達朗（Genes to Cells編集室）

RE-3� 【12:10】
研究倫理委員パネルディスカッション
中山 潤一1, 佐谷 秀行2, 仁科 博史2, 深川 竜郎2, 西山 朋子2, 白髭 克彦3, Lane Matthew4, 湯浅 達朗5（1委員長/司会, 2委員, 3理事長, 4Oxford 
University Press、日本支社, 5Genes to Cells編集室）
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第 3 日目　12 月 3 日（金）

市民公開講座
第3日目12月3日（金）

OL	 第1会場（パシフィコ横浜 会議センター 1F「メインホール」）� 18:15-20:15 【J】
生命科学研究を職業にする
進行：小林 武彦（東京大学）

OL-01� 【18:15】
年会長挨拶
塩見 美喜子（東京大学）

OL-02� 【18:20】
分生応援ソング「毎日がPCR」
胡桃坂 仁志, 泊 幸秀, 畠澤 卓, 小林 武彦（東京大学）

OL-03� 【18:25】
講演1 「データサイエンス化するゲノム生命科学」
岩崎 由香（慶應義塾大学）

OL-04� 【18:50】
講演2 「やさしいゲノム生命科学入門（ウエット編）」
胡桃坂 仁志（東京大学）

OL-05� 【19:15】
パネルディスカッション「研究する楽しみとは」
小林 武彦1, 塩見 美喜子1, 東山 哲也1,2, 岩崎 由香3, 胡桃坂 仁志1（1東京大学, 2名古屋大学, 3慶應義塾大学）

OL-06� 【20:05】
終わりに「毎日がPCR ーストロングバージョン」
 




